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で示す数値は、デロイトトーマツ サステナビリティ株式会社による第三者保証を受けています。

■温室効果ガス（GHG）排出量
単位

軽油 t-CO₂ 218,504

ガソリン ※1 t-CO₂ 31,265

CNG t-CO₂ 11,119

灯油 t-CO₂ 201

A重油 t-CO₂ 248

都市ガス t-CO₂ 1,682

プロパンガス t-CO₂ 290

非エネルギー起源GHG（CO₂換算） HCFC　※2 t-CO₂ ‐

HFC　※3 t-CO₂ 7,107

ドライアイス t-CO₂ 2,041

t-CO₂ 272,456

Scope2 エネルギー起源CO₂ 購入電力 t-CO₂ 37,006

Scope3 Scope3合計 t-CO₂ 1,405,691

t-CO₂ 309,462

t-CO₂ 1,715,154
・集計範囲：佐川急便株式会社（国内事業拠点）

※1.ハイオク含む

※2.ハイドロクロロフルオロカーボン（HCFC）　　※3.ハイドロフルオロカーボン（HFC）

■算定方法

・Scope1：生物由来のバイオガス燃焼（37,106㎥）に伴うCO₂排出量を含まない

・Scope1（燃料）：燃料の使用量に「地球温暖化対策の推進に関する法律（温対法）」に基づく「算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧」の該当係数を乗じて算定

・Scope1（HCFC及びHFC）：「フロン類等の種類ごとの漏洩量に地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき定められた温暖化係数を乗じて算定

・Scope2（購入電力）：電力の使用量に環境省・経済産業省公表の「電気事業別排出係数(特定排出者の温室効果ガス排出量算定用) －R5年度実績－ R7.3.18」の該当係数を乗じて算定

　　　　　　　　  　 　　（供給電力会社が不明な拠点の排出係数は対象年度の「全国平均係数」を使用）　　※電力の実績が把握できない一部の拠点は、床面積あたりの原単位を用いて算出

■Scope3 温室効果ガス（GHG）排出量
単位

Cat.1 購入した製品・サービス t-CO₂ 78,363

Cat.2 資本財 t-CO₂ 73,137

Cat.3 Scope1,2に含まれない燃料及びエネルギー活動 t-CO₂ 54,976

Cat.4 輸送・配送(上流) t-CO₂ 1,175,929

Cat.5 事業から出る廃棄物 t-CO₂ 4,853

Cat.6 出張 t-CO₂ 1,848

Cat.7 雇用者の通勤 t-CO₂ 15,553

Cat.8 リース資産(上流) ※Scope1に含めて算定 ‐

Cat.9 輸送・配送(下流) ※Scope1に含めて算定 ‐

Cat.10 販売した製品の加工 ※販売製品の加工は該当無し ‐

Cat.11 販売した製品の使用 ※販売製品は段ボール等の梱包資材のため、使用に伴うCO₂排出は無し ‐

Cat.12 販売した製品の廃棄 t-CO₂ 1,031

Cat.13 リース資産(下流) ※Scope2に含めて算定 ‐

Cat.14 フランチャイズ ※該当するフランチャイズは無し ‐

Cat.15 投資 ※投資事業者ではないため対象外 ‐
・集計範囲：佐川急便株式会社（国内事業拠点）

■Scope3の算定方法

Cat.1 購入した製品・サービス ・購入した製品・サービスを対象（購買管理システム等により集計）。

・CO₂排出量＝購入した製品・サービスの調達額×排出原単位

・排出原単位は、「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース

Ver3.5」（環境省）、「LCIデータベース IDEA version 2.3」（国立研究開発法人産業技術総合研究所 安全

科学研究部門 IDEAラボ　一般社団法人サステナブル経営推進機構）を参照。

Cat.2 資本財 ・取得した有形固定資産（建設仮勘定を除く）及びソフトウェアを対象。

・CO₂排出量＝固定資産取得額×排出原単位

・排出原単位は、「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース

Ver3.5」（環境省）を参照。

Cat.3 Scope1,2に含まれない燃料及びエネルギー活動 ・佐川急便で使用した燃料（軽油、ガソリン、ＣＮＧ、バイオディーゼル、水素（グレー）、都市ガス、プロパンガス、

灯油、Ａ重油）、電力を対象。　※再生可能エネルギー由来の電力は集計対象外

・CO₂排出量＝佐川急便で使用した燃料（軽油、ガソリン、CNG、バイオディーゼル、水素（グレー）、都市ガス

プロパンガス 、灯油、Ａ重油）及び電力の使用量×排出原単位

・排出原単位は、「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース

Ver.3.5」（環境省）及び「LCIデータベース IDEA version 2.3」（国立研究開発法人産業技術総合研究所

安全科学研究部門 IDEAラボ　一般社団法人サステナブル経営推進機構）を参照。

Cat.4 輸送・配送(上流) ・委託輸送分(幹線輸送(トラック、鉄道、船舶)、集配傭車、委託宅配、航空輸送、TMS(チャーター個別輸送）等

を対象。

・CO₂排出量＝委託輸送活動量×排出原単位

・排出原単位は、「算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧」（環境省）及び「サプライチェーンを通じ

た組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース Ver3.5」（環境省）、「LCIデータベース

IDEA version 2.3」（国立研究開発法人産業技術総合研究所 安全科学研究部門 IDEAラボ　一般社団法人

サステナブル経営推進機構）を参照。
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Cat.5 事業から出る廃棄物 ・佐川急便の事業活動から出る産業廃棄物・一般廃棄物を対象。

・CO₂排出量＝佐川急便の事業活動から出る産業廃棄物処理委託量×排出原単位＋一般廃棄物処理費用×排出

原単位

・排出原単位は、「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース

Ver3.5」（環境省）を参照。

Cat.6 出張 ・佐川急便の従業員を対象。

・CO₂排出量＝佐川急便の従業員の出張交通費×排出原単位＋社有車使用の出張時における燃料使用量×排出

原単位

・排出原単位は、「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース

Ver3.5」（環境省）及び「LCIデータベース IDEA version 2.3」（国立研究開発法人 産業技術総合研究所

安全科学研究部門 IDEAラボ　一般社団法人サステナブル経営推進機構）を参照。

Cat.7 雇用者の通勤 ・佐川急便の従業員を対象。  

・CO₂排出量＝拠点毎の在籍人数×平均出勤日数×排出原単位

・排出原単位は、「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース

Ver3.5」（環境省）を参照。

Cat.8 リース資産(上流) ・Scope1に含めて算定。

Cat.9 輸送・配送(下流) ・Scope1に含めて算定。

Cat.10 販売した製品の加工 ・販売製品の加工は該当無し。

Cat.11 販売した製品の使用 ・販売製品は段ボール等の梱包資材のため、使用に伴うCO₂排出は無し。

Cat.12 販売した製品の廃棄 ・マテリアル梱包資材を対象。

・CO₂排出量＝販売製品の重量×排出原単位

・排出原単位は、「LCIデータベース IDEA version 2.3」（国立研究開発法人 産業技術総合研究所 安全科学

研究部門 IDEAラボ　一般社団法人サステナブル経営推進機構）を参照。

Cat.13 リース資産(下流) ・Scope2に含めて算定。

Cat.14 フランチャイズ ・該当するフランチャイズは無し。

Cat.15 投資 ・投資事業者ではないため対象外。

■エネルギー使用量

単位

再生可能エネルギー 電力 GJ 486,561

バイオガス GJ 787

水素 GJ 5,003

非再生可能エネルギー 電力 GJ 301,700

軽油 GJ 3,169,136

ガソリン GJ 456,009

CNG GJ 216,956

灯油 GJ 2,936

A重油 GJ 3,501

都市ガス GJ 32,810

プロパン GJ 4,864

GJ 4,680,264
・集計範囲：佐川急便株式会社（国内事業拠点）

・販売した電力は無し

■算定方法

・電力：MWhからGJへの単位換算（3.6GJ/MWh）を使用して算定

・燃料：「地球温暖化対策の推進に関する法律（温対法）」に基づく「算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧」の該当係数を使用して算定

・都市ガスは40.0GJ/千㎥を使用
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